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一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 
令和６年第４回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 

１ .最期まで地

域で安心して暮

らすための支援

について 

【趣旨説明】 

現在、全国的に高齢化が進む中、単身で暮らす高齢者や、身寄りのない

方々が増加しており、その生活支援や終活、さらには亡くなった後の遺骨の

引き取り手がいないという深刻な問題が顕在化しています。高齢者の 1 人暮

らしの世帯が全体の 20％を超える、5 世帯に 1 世帯が高齢者の 1 人暮らし

になる道府県が、2050 年には 32 にのぼるという推計を国立社会保障・人

口問題研究所がまとめました。厚生労働省のデータによれば、身寄りのない

高齢者が地域で安心して暮らすための支援の必要性は高まる一方で、こうし

た方々が人生の最終段階で支援を受けられずに孤立するリスクが指摘されて

います。 

こうした状況に対応するため、知多地域権利擁護支援センターは 10 月か

ら「くらしあんしんサポート事業」を新たに開始されました。この事業は、主に

親族がいない、または協力が得られない高齢者や障がいのある方々を対象と

し、定期的な見守りや安否確認、入退院時のサポート、さらには死後事務に関

する支援まで幅広いサポートを提供しています。これにより、支援が必要な方

が地域の中で孤立せず、尊厳を持って暮らし続けられる環境を整えることを

目的としています。 

知多地域権利擁護支援センターの「くらしあんしんサポート事業」は、高齢

者や障がいのある方々の生活を支え、地域社会全体で支える仕組みの構築

を目指していますが、武豊町においてもこうした支援の実態や認知度、利用

促進のための施策については、まだ十分に理解されていない部分があると感

じております。 

そこで、本町における身寄りのない高齢者が最期まで地域で安心して暮ら

せるための支援や課題、今後の取り組みについて 5 点の質問をさせていただ

きます。 

 

【質問事項】 

①  身寄りが近くにいない高齢者の買い物、病院の付き添い、金銭管

理などの「日常生活支援」はどのような対応をされていますか。 

②  身寄りのない高齢者の入院・入所手続き、緊急連絡先や緊急時対

応などの「身元保証」はどのような対応をされていますか。 

③  身寄りのない高齢者がお亡くなりになった時の遺体の引き取り、

火葬、借家の原状回復などの「死後対応」はどのような対応をされ

ていますか。 

④  身寄りが近くいない高齢者や、その家族へ「日常生活支援」・「身元

保証」・「死後対応」などの周知はどのようにされていますか。 

⑤  身寄りのない高齢者に対する支援のガイドラインは作成してあり

ますか。 

 

 


